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日
本
の
保
育
園
児
が

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
英
語

を
学
べ
て
、
外
国
の

園
児
も
通
う
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
保
育
園
」
が
福

岡
市
に
で
き
る
と
経
済
部
発
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
も
紹
介
し
た
。
結
構
読
ま

れ
た
よ
う
で
、
小
学
生
の
子
を
持

つ
知
人
の
よ
う
に
「
も
っ
と
早
く

あ
っ
た
ら
…
」
と
残
念
が
る
人
も

▼
園
を
運
営
す
る
企
業
の
社
長
は

熊
本
県
に
台
湾
の
半
導
体
工
場
が

進
出
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
九
州

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進
む
と

み
る
。
海
外
の
子
供
が
増
え
れ
ば

小
学
生
以
上
が
通
う
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
校
の
需
要
は
当
然
高
ま

る
が
、
社
長
は
「
先
陣
を
切
っ
て

就
学
前
に
挑
戦
す
る
」
と
決
断
。

福
岡
で
実
績
を
つ
く
っ
た
後
に
は

熊
本
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
る

▼
社
長
は
語
る
。
「
外
国
人
の
受

け
入
れ
も
そ
う
だ
が
、
地
元
の
子

供
た
ち
が
世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と

に
も
寄
与
で
き
た
ら
」
。
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
地
域
の

人
材
育
成
に
も
つ
な
げ
よ
う
、
つ

な
げ
た
い
と
い
う
視
点
が
い
い
。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

九州進出本格的に挑戦

田村ビルズグループ（山口市）

田村 伊幸社長

山
口
県
内
を
中
心
に
不
動
産
の

売
買
や
管
理
を
行
い
、
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
の
工
事
も
手
が
け
る
。

北
九
州
市
、
熊

本
市
、
福
岡
県

久
留
米
市
に
グ

ル
ー
プ
の
店
舗

や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
を
構
え
て
い

る
が
、
福
岡
市

中
心
部
の
複
合
ビ
ル
「
福
岡
大
名

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
に
今
秋
、
福

岡
本
社
を
開
設
し
た
。
「
本
格
的

な
九
州
進
出
を
見
据
え
て
、
成
長

都
市
を
象
徴
す
る
場
所
で
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
か
っ
た
」
と

意
図
を
語
る
。

巨
大
市
場
を
抱
え
る
中
国
は
も

ち
ろ
ん
、
新
興
国
の
発
展
も
目
覚

ま
し
い
ア
ジ
ア
に
近
い
福
岡
や
九

州
に
は
、
不
動
産
業
界
も
熱
い
視

線
を
注
ぐ
。
現
在
は
「
先
発
隊
」

が
新
規
採
用
の
準
備
や
市
場
調
査

を
進
め
て
お
り
、来
春
か
ら
順
次
、

事
業
を
展
開
し
て
い
く
計
画
だ
。

競
合
相
手
も
多
い
が
、
「
会
社
を

飛
躍
さ
せ
る
た
め
の
挑
戦
。
や
り

が
い
が
あ
る
」
と
意
気
込
む
。
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アサヒビール（東京）は 日、「マ
ルエフ」の愛称で親しまれるアサヒ生
ビールを味わってもらうイベントを福
岡市・天神の天神地下街で始めた。
日まで。初日の発表会には、ＣＭに出
演する俳優の芳根京子さんも訪れ、来
場を呼びかけた＝写真。
イベントは「マルエフ横丁」と銘打
ち、福岡での開催は今年２月以来。地
下街の特設会場に 席が設けられ、ま

ろやかさが特長のマルエフ（お通し付
きで500円）や「アサヒ生ビール黒生」
（同）、マルエフと黒生の「ハーフ＆
ハーフ」（同）など、幅広い飲み方を
楽しめる。
九州限定の新ＣＭが流れるのに合わ
せ、 月から長崎を皮切りに、九州７
県を巡回する形でこれらを味わえるイ
ベント「出張マルエフ横丁」も実施す
る。
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福岡市 日まで マルエフ横丁
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アトラクション新設 運河でスケート…

若
い
女
性

家
族
連
れ
強
化国内客は順調回復東証上場目指す

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
伊
藤
宏
一
氏

日
、
長
崎
県
佐
世
保
市

長崎県佐世保市の大型リ

ゾート施設ハウステンボス

（ＨＴＢ）が、アジアに特

化した外資系投資ファンド

ＰＡＧに買収されて１年が

経過した。ＰＡＧ責任者の

伊藤宏一氏が 日、西日本

新聞の取材に応じ「外国

人観光客はまだ回復途上

にあるものの、国内客は

順調に回復している」と言

及。2027年までに数百億円

の投資を進め、年間来場者

数300万人を達成して東証

上場を目指す方針を示し

た。

昨
年
９
月
に
Ｈ
Ｔ
Ｂ
を
買
収
し

た
Ｐ
Ａ
Ｇ
は
、
日
本
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
運
営
に
携
わ
っ

た
企
業
な
ど
と
連
携
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
再
建
の
立
役
者
と
さ

れ
る
森
岡
毅
氏
率
い
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
会
社
、
刀
（
大
阪
市
）
に

運
営
支
援
を
依
頼
し
、
今
年

月

に
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

（
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
を
運
営
す
る
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ラ
ン
ド
元
執
行
役
員
の
高

村
耕
太
郎
氏
を
社
長
に
迎
え
入
れ

た
。

買
収
後
は
Ｔ
Ｄ
Ｒ
や
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に

比
べ
て
Ｈ
Ｔ
Ｂ
が
弱
い
と
指
摘
さ

れ
る
、
若
い
女
性
や
家
族
連
れ
な

ど
の
集
客
強
化
に
向
け
た
改
装
を

加
速
。
南
部
の
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
シ
テ
ィ
」
エ
リ
ア
を
中
心
に
投

資
し
、
昨
年
末
に
国
内
初
の
３
階

建
て
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
や
、

オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ミ
ッ
フ
ィ
ー
」
の
専
門
店
と

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

来
月
に
は
エ
リ
ア
そ
ば
を
流
れ

る
運
河
の
一
部
を
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
に
す
る
ほ
か
、
来
春
に
は
ラ
イ

ド
型
の
新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開

設
す
る
計
画
だ
。

伊
藤
氏
は
Ｈ
Ｔ
Ｂ
の
価
値
を

「
運
河
や
宮
殿
、
風
車
な
ど
本
物

が
あ
る
。
現
在
は
造
れ
な
い
素
晴

ら
し
い
街
だ
」
と
評
価
。

〜

月
に
宮
殿
で
企
画
し
た
ハ
ロ
ウ

ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
で
、

月
の
来
場
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
１
・
３
倍
に
伸
び
た
と
い
う
。

「
Ｈ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
体
験
を
多

く
提
供
し
、
価
値
あ
る
テ
ー
マ
パ

ー
ク
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。一

方
、
長
崎
県
な
ど
が
Ｈ
Ｔ
Ｂ

へ
の
誘
致
を
目
指
す
カ
ジ
ノ
を
含

む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設（
Ｉ
Ｒ
）

用
地
部
分
へ
の
大
型
投
資
に
つ
い

て
は
、
国
の
審
査
が
継
続
さ
れ
て

い
る
現
状
で
は
難
し
い
と
の
考
え

も
示
し
た
。

Ｈ
Ｔ
Ｂ
は
１
９
９
２
年
に
開

業
。
２
０
０
３
年
の
経
営
破
綻
な

ど
を
経
て

年
に
旅
行
大
手
エ
イ

チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
が

買
収
し
、再
建
し
た
経
緯
が
あ
る
。

伊
藤
氏
は
「
現
在
の
Ｈ
Ｔ
Ｂ
は
再

生
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
成
長
段

階
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
「
魅
力

的
な
職
場
を
つ
く
る
こ
と
で
長
崎

県
の
人
口
減
少
抑
制
に
も
貢
献

し
、
再
び
地
元
の
上
場
企
業
誕
生

に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
下
村
ゆ
か
り
、
重
川
英
介
）

全
国
の
信
用
金
庫
の
取
引
先

企
業
が
集
ま
る
展
示
商
談
会

「
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
」

が

日
、
東
京
都
江
東
区
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
始
ま
っ

た
。
製
造
業
や
食
品
、
観
光
関

係
な
ど
５
２
２
の
企
業
・
団
体

が
参
加
し
た
。

日
ま
で
。

九
州
か
ら
は

の
企
業
・
団

体
が
出
展
。
食
べ
物
を
か
ん
だ

り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
の
が
難

し
い
人
向
け
の
嚥
下
食
を
手
が

け
る
「
七
日
屋
」
（
北
九
州
市

小
倉
南
区
）
の
清
永
剛
一
朗
最

高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

「
日
本
一
お
い
し
い
嚥
下
食
を

作
ろ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

事
業
を
進
め
て
い
る
。
販
路
拡

大
に
つ
な
が
れ
ば
」と
話
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン「
ぶ
ど
う
の
樹
」

な
ど
を
展
開
す
る
「
グ
ラ
ノ
２

４
Ｋ
」（
福
岡
県
岡
垣
町
）
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
イ
ン
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
た
。

フ
ェ
ア
は
２
０
１
２
年
に
始

ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
縮
小
や

中
止
な
ど
を
経
て

回
目
。
全

国
２
５
３
の
信
用
金
庫
が
協
賛

し
て
い
る
。

（
前
田
淳
）

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
よ
い
仕
事
お

こ
し
フ
ェ
ア
」

21
日
、
東
京
都
江
東
区

販路拡大へ嚥下食などＰＲ
東京 信金取引先が大規模商談会
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コ
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★
カ
ッ
プ
の
宮
崎
辛
麺

明

星
食
品
（
東
京
）
は
、
カ
ッ
プ

麺
「
明
星

辛
麺
屋
輪
監
修

と
ろ
み
宮
崎
辛
麺
」
を
発
売
し

た
。
宮
崎
辛
麺
は
唐
辛
子
と
ニ

ン
ニ
ク
の
効
い
た
ス
ー
プ
を
特

徴
と
す
る
宮
崎
県
発
祥
の
ご
当

地
ラ
ー
メ
ン
。
地
元
の
人
気
店

が
監
修
し
、
辛
み
と
と
ろ
み
が

味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
。
内
容

量
は

㌘
で
、
希
望
小
売
価
格

は
２
９
２
円
。
問
い
合
わ
せ
は

通
話
無
料
の
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

室
、
電
話
（
０
１
２
０
）
５
８

５
３
２
８
。
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日
の
出
会

が

再
生
法
を
申
請

福
岡
市
の
医
療
法
人

福
岡
市
西
区
で
整
形
外
科
医

院
や
介
護
施
設
を
運
営
す
る
医

療
法
人

日
の
出
会
（
福
岡
市
）

が
、
民
事
再
生
法
の
適
用
を
福

岡
地
裁
に
申
請
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

福
岡
支
店
に
よ
る
と
、

日
に

申
請
し
、
同
日
付
で
保
全
命
令

を
受
け
た
。
負
債
総
額
は
約

億
円
に
上
る
と
み
ら
れ
る
。

日
の
出
会
は
１
９
７
７
年
に

「
タ
ケ
シ
マ
整
形
外
科
医
院
」

と
し
て
創
業
。
現
在
は
介
護
老

人
保
健
施
設
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
壱

岐
」
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

な
ど
も
運
営
し
て
い
る
。

（
横
田
理
美
）
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半
導
体
産
業
の
即
戦
力
と
な

る
人
材
育
成
へ
、
中
古
半
導
体

製
造
装
置
の
売
買
な
ど
を
手
が

け
る「
ア
ス
カ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

（
東
京
）
と
熊
本
県
水
俣
市
、

水
俣
高
が

日
、
連
携
協
定
を

結
ん
だ
。
県
立
高
校
と
半
導
体

関
連
企
業
、
自
治
体
に
よ
る
連

携
協
定
は
初
。
水
俣
高
が
早
け

れ
ば
２
０
２
５
年
度
に
も
設
置

す
る
半
導
体
関
連
コ
ー
ス
に
つ

い
て
ア
ス
カ
社
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
の
助
言
を
す
る
。

同
県
で
は
半
導
体
受
託
生
産

の
世
界
最
大
手
、
台
湾
積
体
電

路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
な
ど
半

導
体
企
業
の
進
出
が
相
次
い
で

い
る
。
ア
ス
カ
社
は
同
市
に
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
備
え
た
半
導

体
研
修
施
設
を
設
け
て
お
り
、

本
年
度
か
ら
水
俣
高
で
半
導
体

関
連
産
業
へ
の
関
心
を
高
め
る

研
修
を
実
施
。
県
も
関
連
人
材

育
成
の
県
南
部
の
拠
点
と
位
置

づ
け
、同
市
を
支
援
し
て
い
る
。

協
定
に
よ
る
と
、
台
湾
の
科

学
技
術
系
大
学
の
名
門
で
市
と

学
術
協
定
を
結
ぶ
台
北
科
技
大

学
（
台
北
市
）
と
の
交
流
や
講

義
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
す
る

と
し
て
い
る
。

県
庁
で
行
わ
れ
た
協
定
式

で
、
ア
ス
カ
社
の
創
業
者
の
田

中
礼れ

い

右す
け

社
長

左
端

は

「
水
俣
か
ら
半
導
体
人
材
育
成

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
全
国

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
、
高
岡

利
治
市
長

同
右
端

は
「
水

俣
高
の
魅
力
向
上
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

（
古
川
剛
光
）

川
内
原
発
の
運
転
延
長

塩
田
知
事
同
意
前
向
き

鹿児島

原
子
力
規
制
委
員
会
は

日
、
運
転
期
間
の
延
長
を
１
日

に
認
可
し
た
九
州
電
力
川
内
原

発
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）

を
巡
り
、
鹿
児
島
県
の
原
子
力

専
門
委
員
会
に
担
当
者
を
派
遣

し
た
。
「
有
意
な
欠
陥
や
劣
化

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
審

査
内
容
を
説
明
。
塩
田
康
一
知

事
は「
安
全
性
が
評
価
さ
れ
た
」

と
述
べ
、
今
後
表
明
す
る
と
し

て
い
る
「
地
元
意
見
」
で
、
延

長
に
同
意
す
る
こ
と
に
前
向
き

な
考
え
を
に
じ
ま
せ
た
。

規
制
委
の
担
当
者
は
県
専
門

委
の
会
合
で
、
九
電
に
よ
る
特

別
点
検
や
設
備
の
劣
化
状
況
の

評
価
が
「
審
査
基
準
に
適
合
し

た
と
判
断
し
た
」
と
述
べ
た
。

県
が
規
制
委
に
提
出
し
て
い
た

経
年
劣
化
に
対
す
る
知
見
の
拡

充
な
ど

項
目
の
要
請
に
関
し

て
は
「
規
制
委
も
審
査
が
妥
当

か
を
判
断
す
る
た
め
、
知
見
の

拡
充
や
安
全
研
究
に
取
り
組

む
」
と
回
答
し
た
。

県
専
門
委
の
委
員
の
１
人
は

「
運
転
延
長
が
規
制
委
に
よ
っ

て
厳
密
に
審
査
さ
れ
た
と
改
め

て
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

同
席
し
た
九
電
の
豊
嶋
直
幸

副
社
長
は
「
緊
張
感
を
持
ち
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全
、
安

定
運
転
に
努
め
る
」と
語
っ
た
。

（
内
田
完
爾
）
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